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ウィーンに所在する20世紀初頭エチオピア南西部カファ地方に関する 
資料をめぐって

吉田早悠里  Yoshida Sayuri

はじめに

　本稿は、史料の乏しいエチオピア南西部カファ地方において、カファ地方に関する民族学的研究
の第一人者フリードリッヒ・ユリウス・ビーバー（Friedrich Julius Bieber, 以下 F. J. ビーバー）の資
料群がどのような価値をもつのか、F. J. ビーバー資料群のアーカイヴス構築の意義と課題について
検討するものである。
　アフリカ北東部に位置し、80以上の民族が暮らすエチオピアでは、1995年に施行された連邦憲
法のもとで民族自決が認められて以来、それぞれの民族が自らの歴史や文化を語ったり表現したり
することが盛んに行われるようになっている。エチオピア南部諸民族州カファ地方もその例に漏れ
ず、さまざまな取り組みが行われている。例えば、1897年まで同地に繁栄していたカファ王国の
王宮が復元され、伝統的な集落を復元した野外博物館も建設された。カファ地方の行政都市ボンガ
に建設された国立コーヒー博物館（写真１）には、カファ地方の文化や歴史に関する常設展示室の
設置も計画されている。また、途絶えていた儀礼が復活されるなど、伝統的な文化や歴史の復興の
動きが活発化している。
　しかし、カファ地方で話されるカファ語は
文字をもたず、カファ語で記された史料はな
い。また、歴史や口頭伝承を知る年長者の多
くは他界し、カファ地方のかつての文化や歴
史の語り手は減少しつつある。こうしたなか、
カファ地方で文化や歴史の復興に際して参照
されているのが、過去に同地を訪れた外国人
研究者による研究成果である。
　筆者は、カファ地方に暮らす人々が自らの
文化や歴史を語る際に外国人研究者に言及す
る場面に何度も遭遇してきた。例えば、筆者

写真１　国立コーヒー博物館 
（ボンガ、2015年８月２日、筆者撮影）



260　　HERITEX Vol. 3｜特集３｜文化遺産としてのアーカイヴス

がカファ地方の文化観光局に長年勤務したカファの歴史に詳しいとされる人物からカファの歴史に
関する話を聞かせてもらった際には、社会人類学者オレントや歴史学者ランゲの著作を読んだかど
うかを尋ねられた。また、聞き取り調査の際に、インフォーマントがエチオピア国内で流通するカ
ファ社会の歴史に関する書籍を適宜参照しながら筆者の質問に答えるということもあった。さらに、
カファ地方に暮らす人々自身による政治的活動で、外国人研究者の研究成果が引用されることもあ
った1。
　本稿では、こうしたカファ地方の現状を踏まえ、まずエチオピアにおけるカファ地方の歴史的位
置づけとカファ研究について概略を示す。その後、F. J. ビーバーと彼の資料群の詳細について提示
する。そして、F. J. ビーバー資料群がカファ地方においてどのような価値を有しているのかについ
て論じ、最後に今後の展望についても示す。

１．カファ地方とカファ研究

1.1　カファ地方とその歴史

　エチオピア南西部に位置するカファ地方には、今日、約120万人が暮らしている。カファ地方は、
「コーヒー発祥の地」として知られ、1897年までカファ王国が繁栄してきた。カファ王国は、アラ
ビア半島との紅海交易の重要な産品である奴隷、コーヒー、麝香などの供給地として繁栄し、18

世紀にはエチオピア高地において最も強大な力を持つ王国であった［Lange 1982］。
　19世紀後半、ショワ地方出身のメネリクⅡ世が治めるエチオピア帝国が南部や西部の諸民族・
王国の征服、統一に乗り出すと、カファ王国もその対象となった。1880年代、カファ王国は数度

にわたってエチオピア帝国の侵攻を受けたが、撃退に
成功する。しかし、1896年にメネリクⅡ世の軍がア
ドワの戦いでイタリアに勝利してライフル銃を入手す
ると、状況は大きく変わった。メネリクⅡ世は、豊富
な戦いの経験を持つラス・ウォルデ＝ギヨルギスに指
揮をとらせ、カファ王国の征服を試みた。1897年、
20,000丁のライフル銃で武装したメネリクⅡ世の軍
に、カファ王国は300丁のマスケット銃で激しく抵抗
したが、甚大な被害を出してエチオピア帝国に屈服し
た［Marcus 2002: 104］（写真２）。
　カファ社会は、エチオピア帝国との戦いによって人
的にも文化的にも壊滅的な被害を被った。エチオピア
帝国がカファ王国を征服した際、形あるものは略奪さ
れ、家や宗教的な建物は燃やされ、人々は命を落とし
た。エチオピア帝国への編入以降、カファ地方の豊富
な自然資源や人的資源はエチオピア帝国によって搾取
の対象となった。加えて、カファ社会は自らの王を失

写真２　最後のカファ王 ガッキ・シェロッチ 
（撮影年不明、クラウス・ビーバー蔵）
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い、社会のあり方や人々の生活は大きな変容を強いられた。特に、征服者であるアムハラの文化と
エチオピア正教の浸透は、カファの人々のアムハラへの同化を引き起こした。
　1936年、エチオピアは北部に位置するマイチャウでイタリアと交戦して敗北し、イタリアの植
民地となる。1936年から1941年のイタリア統治期、イタリア植民地政府はカファをアムハラとオ
ロモの堡塁として擁護した。そして、エチオピア帝政期に失われたカファ王国時代の伝統的な土地
の所有形態、政治体制の再建、カファの王侯貴族や支配的なクランの出身者が権力の座に戻ること
を後押した。
　しかし、1941年、エチオピアとイギリス軍がイタリアを降伏させ、ハイレ＝セラシエⅠ世が亡命
先のイギリスから帰国して再び帝位につくと、カファ地方の状況は５年前に戻ることとなった。ハ
イレ＝セラシエ帝政期初期には、一部のカファの人々がエチオピア帝国による統治に対して抵抗運
動を起こしたが、カファ地方はエチオピア帝国においてあくまで周縁的な位置づけでしかなかった。
　1960年代、他のアフリカ諸国と同様に、エチオピアにおいても社会主義的な思想が盛り上がり
をみせるようになる。1974年になると、ハイレ＝セラシエＩ世の打倒を掲げた暴動、反乱が発生
するようになり、軍部・警察合同委員会（通称デルグ）によってハイレ＝セラシエＩ世が皇帝の地
位から降ろされて軍事政権が打ち立てられた。デルグ政権では、民族や宗教の違いを否定し、調和・
結束をもつことが目指された。しかし、実際には民族や宗教について表立って語ることは規制され
た。こうしたなかで、デルグ政権に失望した知識人が民族主義を掲げた武力闘争を展開し始めた。
1980年代末には内戦に突入し、1991年５月、デルグ政権は崩壊した。
　1991年、複数の民族政党から形成されたエチオピア人民革命民主戦線（EPRDF）が、民族の自決
権を掲げて民主化と自由経済を公約して暫定政府が成立した。1995年には連邦憲法が施行され、エ
チオピア連邦民主共和国として新たな道を歩み始めた。カファは固有の民族とされ、カファ地方の
役場の行政文書や、学校教育でカファ語が用いられるようになった。また、カファ地方内の地名を
カファ王国時代の地名へと戻すなど、カファの民族性を強化する動きがみられるようになっている。

1.2　カファ研究と外国人研究者

　エチオピア研究において、カファに関する研究は決して多いとはいえない。19世紀後半にエチ
オピア帝国に征服・編入された地域は、歴史的経緯から政治的に周縁的な位置づけを与えられてき
た2。加えてこうした地域は、いずれも文字をもたない社会であり、そこに暮らす人々が書き記し
た文字史料はほとんど残されていない3。
　カファ地方には、19世紀から外国人が訪れてさまざまな記録を残してきた。19世紀から20世紀
のヨーロッパでは、カファ地方は「アフリカのチベット」とされ、ヨーロッパの旅行家、探検家、
宣教師らがアフリカの森林に覆われた高地にあるまだ見ぬ王国を発見しようと訪れた［e.g. Grühl 

1932］。そして、彼らはカファ王国の歴史や地理、文化、習慣、言語についての豊富な記述を残し
ている［e.g. Cecchi 1886, Massaja 1888, Bieber 1920‒23］。1960年代になると、カファ社会に関する
社会人類学的調査がはじめて実施され、カファ社会の親族構造や宗教が明らかにされた［e.g. Orent 

1969］。その後1970年代に入り、歴史的視点から文献の比較研究や現地調査が行われ、カファ王国
の歴史が明らかにされた［e.g. Lange 1982］。
　20世紀半ば頃までのカファ研究の多くは、「伝統的なカファ社会」を研究対象としてきた。そこ
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では、主に1897年まで繁栄したカファ王国の歴史や、政治構造、社会構造、宗教などが明らかに
されてきた。しかし、そうした研究の大半では、19世紀後半から20世紀初頭にかけて同地を訪れ
た外国人の研究、とりわけ F. J. ビーバーやチェッキの著作が引用され、論考が積み重ねられてきた。
　他方で、近現代におけるカファ地方に関しては、ごくわずかな研究に留まった。こうした背景に
は、1897年のエチオピア帝国によるカファ王国の征服と、その後の抑圧が少なからず関係してい
よう。エチオピア帝国の側に立ってみれば、エチオピア帝国編入後の抑圧は、カファの人々による
エチオピア帝国への抵抗を防ぐという意味があった。他方で、カファの人々にとっては、「伝統的
なカファ社会」の喪失の引き金となった。そしてそれは、自らの文化や信仰について語ったり実践
したりすることを困難にしたのである4。

２．F. J. ビーバーと資料群5

2.1　F. J. ビーバーとエチオピア訪問

　F. J. ビーバーは、エチオピア南西部に位置するカファ地方に関する民族学的研究の第一人者であ
る（写真３）。1873年にオーストリア＝ハンガリー帝国のウィーンで生まれた。両親は、現在のチ
ェコに位置するブルノの出身で、結婚した後にウィーンに移住したようである。いわゆる中流階級
の出身にあたる。
　F. J. ビーバーは、８歳の時に父親からクリスマスの贈り物として『アフリカ横断』［Burmann 

1880］を受け取り、アフリカに関心を抱くようになった。それによって、F. J. ビーバーは民族学を
学ぶことを望むようになったが、13歳の時に父親が死去したことで、勉学の道を絶たれた。それ

でも、F. J. ビーバーはウィーンの書店で販売員として
勤務する傍ら、独学で民族学を学んだ。なかでも、オ
ーストリア人の元軍人フォン・カロットの著作『東洋
とヨーロッパ』を読み、エチオピア高地の虜になった6。
そして、書籍から得た知識をもとにアフリカ、とりわ
けエチオピアについての一般講演をしばしば行った。
これにより、２人の退役軍人と知り合い、1892年、
初めてアフリカの大地を踏む機会を得た。
　帰国後、F. J. ビーバーはオーストリア＝ハンガリー
帝国の貿易省に職を得た。一方で、F. J. ビーバーは、
独学で民族学やアフリカに関するさまざまな知識のほ
か、アムハラ語も習得した。そして、自らのアフリカ
訪問の経験や、ヨーロッパで植民地をもたなかったオ
ーストリア＝ハンガリー帝国と、アフリカで独立を保
っていたエチオピア帝国の間での貿易の可能性に関す
る講演会を行うようになる。このような活動が実を結
び、1904年、1905年、1909年の３回にわたって F. J. ビ

写真３　F. J. ビーバー 
（撮影年不明、クラウス・ビーバー蔵）



F. J. ビーバー資料群の活用にむけたアーカイヴス構築　　263

ーバーはエチオピアの専門家およびアム
ハラ語の通訳としてエチオピアを訪問す
ることとなった（写真４）。
　研究者としての F. J. ビーバーの功績
は、カファ地方に関する研究成果に凝縮
されている。F. J. ビーバーは、1905年に
オーストリア＝ハンガリー帝国の公的使
節団の通訳としてエチオピアを訪れた
際、使節団の一員であったバロン・フォ
ン・ミリウス（Baron von Mylius）と1905

年６月から７月にカファ地方を訪問し
た7。当時、F. J. ビーバーらはエチオピ
ア帝国に征服されて間もないカファ地方に約１ヶ月間滞在している。その間、F. J. ビーバーは、カ
ファ地方に暮らす人々の生活や歴史、言語、文化、民族、宗教、政治など、カファに関する多くの
情報を収集した。そして、晩年にその成果をまとめた著作『カファ──内陸アフリカにおける古代
クシ系民族』［Bieber 1920‒23］を出版した。

2.2　F. J. ビーバー資料群

　F. J. ビーバーは、雑誌論文や書籍など、数多くの研究業績を公に発表している。他方で、公の研
究業績とは別に、1924年の F. J. ビーバーの死によって多くの資料が遺された。こうした資料群は、
F. J. ビーバーの子孫の尽力により、極めて良好な状態で現在まで遺されている（写真５）8。
　資料群の内容は、エチオピア関連資料と、F. J. ビーバーの職に関する資料、F. J. ビーバーの家族・
親族に関するプライベート資料、に分けることができる。エチオピア関連の資料には、エチオピア
を訪問した際に現地で収集した民族誌的資料、現地で撮影した写真、現地での聞き取りをまとめた
文書、F. J. ビーバーの手書きの地図、エチオピア訪問時の日記、そしてエチオピア訪問時に家族に
宛てた書簡や葉書などがある。職に関する資料には、F. J. ビーバーが貿易省に勤務していた際の昇
進や、給与に関する記録が含まれている。
プライベート資料は、F. J. ビーバーの家
族や親族の出生、結婚、死に関する記録
や写真、F. J. ビーバーの日記、家族に宛
てた書簡や葉書などがある。
　F. J. ビーバーの資料群の特色は、民族
誌的資料をはじめとした物質資料や、文
書資料、写真や図像資料といった性質の
異なる多様な資料が、複数の機関に分散
して保管されていることである。現在
（2019年）、F. J. ビーバーの資料群はウィ
ーンに所在するオーストリア国立図書館

写真４　1905年のエチオピア訪問（左から５番目の手に白
い帽子を持った人物が F. J. ビーバー）（1905年撮影、クラウ
ス・ビーバー蔵）

写真５　F. J. ビーバーと家族（右から F. J. ビーバー、妻バ
ルタ、長男フリードリッヒ、次男オットー）（撮影年不明、
クラウス・ビーバー蔵）
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（Österreichische Nationalbibliothek）、世界博物館（Weltmuseum Wien）、ヒーツィンク区博物館
（Bezirksmuseum Hietzing）に所蔵されているほか、F. J. ビーバーの孫クラウス・ビーバーが所蔵し
ている。また、ドイツのフランクフルトに位置するフロベニウス研究所には、F. J. ビーバーが書い
た手紙数点が所蔵されている。
　国立図書館は、35点の資料を所蔵している。F. J. ビーバーの資料群は、「F. J. ビーバーの遺産」
と題されており、F. J. ビーバーがエチオピアを訪問した際に記した日記や絵葉書、カファ地方の歴
史、文化、宗教、住民の生活などに関する未刊行の文書などの文書資料、手書きの地図なども含ま
れている。これらの資料は、いずれも閉架資料として所蔵されている。F. J. ビーバーの資料群は、
全てデジタル化され9、インターネット上で公開されている（Cod.Ser.n.24511.Han. ‒ 24553.Han.）。
　世界博物館は、エチオピアに関する民族誌的資料257点を所蔵している10。衣類、装飾品、楽器、
武器などが含まれている。これらの資料は、博物館で独自に整理され、同館のデータベースに登録
されている。資料の一部は常設展示されている。
　ヒーツィンク区博物館は、エチオピアの民族誌的資料のほか、F. J. ビーバーのプライベートに関
する資料を約270点所蔵している。同館では、３階の展示室の一角に F. J. ビーバーに関する展示ス
ペースが設けられており、主にエチオピアで収集した民族誌的資料が展示されている。展示室に展
示されていない資料は、４階にある事務室と、ヒーツィンク区役所（Amtshaus für den 13. und 14. 

Bezirk）の地下の一室に保管されている。
　F. J. ビーバーのプライベートに関わる資料は、今日、F. J. ビーバーの孫クラウス・ビーバーが保
管している11。クラウス・ビーバーの個人蔵となっている資料には、F. J. ビーバーが家族に宛てた
300点を超える絵葉書や、エチオピアで撮影した写真や出版に際して用いた写真、1890年代から
1900年代に書かれた日記、妻に宛てた手紙などが含まれている。F. J. ビーバーが貿易省に勤務して
いた際の記録や、研究者らが F. J. ビーバーに宛てた書簡もある。

2.3　F. J. ビーバーの評価

　F. J. ビーバーは、学位を有さない、いわばアマチュアの研究者であったが、さまざまな学術雑誌
に数多くの論考を発表している。また、F. J. ビーバーは、多くの研究者との幅広い交友関係を有し
ていたようである。例えば、F. J. ビーバーは、ドイツの民族学者レオ・ヴィクトール・フロベニウ
ス（Leo Viktor Frobenius）との親交を深め、1919年頃には一緒にスーダンを訪問する計画をたてて
いた。また、フロベニウスが設立した文化形態学研究所（現在のフロベニウス研究所）の通信会員
としても活躍した。
　F. J. ビーバーの次男オットーは、父親の功績を世の中に広めるべく、さまざまな形で尽力した。
例えば、オットーは、F. J. ビーバーの没後５年にあたる1929年、没後10年の1934年、没後20年の
1944年に、F. J. ビーバーの人生と業績についてラジオで紹介したり、一般講演会を開いたりした。
1948年には、それらを本にまとめて出版した［Bieber 1948］。また、オットーは、複数回にわたっ
てウィーン市内外で展覧会を開催して F. J. ビーバーがエチオピアで収集した民族誌的資料を一般
に公開したほか、自宅にアフリカ・ルームを設けて F. J. ビーバーの資料群を常時公開した。
　今日、F. J. ビーバーがエチオピアを訪れた際に収集した民族誌的資料は、その価値が評価され、
ウィーンの博物館で常設展示されている。例えば、世界博物館の前身にあたる民族学博物館（Museum 
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für Völkerkunde）では、1973年に F. J. ビーバーの資料に
関する特別展が開催されている。その後、同館が世界博
物館に名称を変更して2017年10月にリニューアルオー
プンすると、14室ある展示室のひとつであるエチオピ
アとベニン展示室には数多くの F. J. ビーバーの資料群
が常設展示されることとなった。先述したように、ヒー
ツィンク区博物館でも、F. J. ビーバーの資料群が常設展
示されている。
　また、冒頭でも述べたようにカファ地方では、近年、
カファの人々が自らの歴史や文化を語ったり、表現した
りする際に、外国人研究者の研究成果を参照するように
なっている。こうしたなかで、カファ地方では F. J. ビー
バーがカファ研究の第一人者として評価されている。例
えば、カファ地方では、同地の一部が2010年６月にユ
ネスコ生物圏保護区（UNESCO Kafa Biosphere Reserve）
に指定されたことを記念する祝典が2011年３月にカフ
ァ地方の行政都市ボンガで催された。その式典には、カ
ファ地方で自然環境保全を目的とした活動を実施しているドイツの NGOである NABU

（Nature and Biodiversity Union）の仲介によって、F. J. ビーバーの孫クラウス・ビーバーが招待され、
出席している。その際、F. J. ビーバーの功績を称えて、ボンガ市内の通りが「F. J. ビーバー通り（F. 

J. Bieber Avenue）」と命名され、看板も設置された12（写真６）。

３．カファの人々と F. J. ビーバー資料群

3.1　F. J. ビーバー資料群の価値

　F. J. ビーバーの資料群は、19世紀末から20世紀初頭のエチオピアと、オーストリア＝ハンガリー
帝国の様相を現在に伝えるものである。史料が乏しいエチオピアの地域において、F. J. ビーバー資
料群は20世紀初頭のエチオピア、とりわけカファ地方の状況や人々の暮らしぶりを解明することを
可能にする他に類をみない貴重な資料である。特に、世界博物館とヒーツィンク区博物館に所蔵さ
れているエチオピアの民族誌的資料のなかには、今日のカファ地方には現存していないものが数多
く含まれている。また、F. J. ビーバーの日記、研究者との間でやり取りされた書簡などは、F. J. ビ
ーバーの研究関心や思考を読み解くことも可能にするといえ、その内容からエチオピア研究、歴史
学、文化人類学、国際関係学など、さまざまな学問分野にて基礎資料としての価値を有している。
　ただし、これらの資料群の所蔵状況は相互に共有されていない。F. J. ビーバーの資料群を基礎資
料として活用し、運用していくためには、あるいはその価値を評価して後世に継承していくために
は、まずは資料群の整理と全体像の把握、そして各資料の詳細を解明することが課題である。特に、
整理作業にはじまる具体的な調査・研究が必要なのは、ヒーツィンク区博物館に所蔵されている民

写真６　「F. J. ビーバー通り」と書かれた
看板をもつクラウス・ビーバー（ボンガ、
2011年11月９日、クラウス・ビーバー蔵）
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族誌的資料と、クラウス・ビーバー個人蔵資料である。
　なお、こうしたアーカイヴス化の一連の作業には様々な専門的技術と知見が必要である。例えば、
資料の整理や詳細解明に際しては、特定の時代、地域、社会、言語をはじめとした専門的な知識が
不可欠である。他方で、そうした専門的知識を有する研究者はアーカイヴス研究を専門としておら
ず、資料の取り扱い方法や整理、デジタル化、データベース作成に関する専門的な技術や知識を有
していない場合も多い。また、国ごとに整理や分類方法には特色がある場合もある。そのため、オ
ーストリアの博物館や図書館との連携は不可欠である。

3.2　資料群へのアクセス

　F. J. ビーバー資料群は、エチオピア、とりわけカファの人々にとって、カファ地方の歴史や文化
を知り、自らのアイデンティティを確認することを可能にする貴重な資料である。ただし、F. J. ビ
ーバーの資料群は、いずれもオーストリアを中心にヨーロッパに所蔵されている。多くのカファの
人々にとって、オーストリアを訪れて F. J. ビーバー資料群を実際に目にすることは容易ではない。
　オーストリアの博物館にカファ地方の民族誌的資料が所蔵されていることを知るカファの人々の
なかには、そうした資料の返還を求める声もある。だが、F. J. ビーバーの資料群は、F. J. ビーバー
がエチオピアに滞在した際に収奪したものではなく、購入したり、現地の人々から寄贈されたりし
たものから構成されていると推測される。また、博物館に所蔵されているエチオピアの民族誌的資
料は、あくまでオーストリアの諸機関に属する財産として登録されている。そのため、こうした民
族誌的資料が現地へ引き渡される可能性は現在のところ極めて低い。
　文書資料については、民族誌的資料とは異なり、言語の壁が存在する。オーストリアの国立図書

館所蔵およびクラウス・ビーバー個人蔵となっている F. J. 

ビーバーの文書資料は、基本的にドイツ語で書かれている
ことに加えて、手書きの場合は19世紀中頃までドイツ語
圏で用いられていた筆記体クレントシュリフトで書かれて
いる。ドイツ語を読むことができる場合であっても、手書
きの筆記体が読解を阻むため、文書資料はブロック体への
翻刻も必要である（写真７）。
　こうしたなかで、資料の整理や詳細解明を経た後には、
F. J. ビーバー資料群のデジタル化と、デジタルデータのイ
ンターネット上での一般公開を視野に入れる必要がある。
一次資料として高い価値を有する資料をデジタル・アーカ
イヴス化（データの準備・管理・長期的保存・利活用・促
進など）し、オープン・データやオープン・アクセスに基
づいて広く国際的に公開、共有、利活用可能な状況を構築
することは、学術研究の促進はもちろんのこと、エチオピ
アに暮らす人々が資料群にアクセスする機会を創出するこ
とにつながる。

写真７　ドイツ語の筆記体クレントシュ
リフトで書かれた絵葉書（1904年２月12
日、クラウス・ビーバー蔵）
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おわりに

　カファ地方に暮らす人々は「カファで歴史を書いた者はいない。外国人研究者のおかげで歴史が
遺されている」と語る。本稿でみてきたように、カファ地方で話されているカファ語は文字をもた
ないため、カファ地方で書き残された史料はほぼ皆無である。加えて、今日、カファ地方の歴史を
明らかにすることを望んだとしても、過去の歴史や口頭伝承を知る年長者の多くが他界している。
年長者に過去の具体的な経験を聞くとしても、遡ることができるのは半世紀である。こうしたなか
で、カファの人々自身、自らの歴史を語る際に外国人の研究成果に頼らざるを得ないという状況が
生じているのである。
　カファ地方における伝統的な文化や歴史の復興の動きのもとでは、外国人研究者の研究成果に依
拠して、伝統的な「正しいカファの歴史や文化」の再現や復元が行われている。ただし、そこで再
現されたり復元されたりするものは、いうまでもなく「正しいカファの歴史や文化」ではなく、人々
が「正しいと考える

4 4 4

カファの歴史や文化」であって、人々の恣意的／非恣意的な解釈や意図を含み
込んだものになる。人々が「正しいと考える

4 4 4

カファの歴史や文化」が博物館における展示や儀礼と
いう具体的な形を伴って人々の目に触れるようになると、それは年齢や性別にかかわらず、カファ
の人々の歴史観やアイデンティティの形成に深い影響を及ぼすようになることが考えられる。
　現時点で、オーストリアに所在する F. J. ビーバー資料群がカファの人々の歴史観やアイデンテ
ィティにすぐさま大きな影響を及ぼすとは考えにくい。しかし、将来的に F. J. ビーバー資料群が
国際的に公開、共有、利活用可能な状況が整った暁には、それらがカファ地方に暮らす人々にどの
ような影響を及ぼすのかについても検討する必要があるだろう。外国人研究者によって現在に遺さ
れた資料や彼らの研究成果と、現在のカファ地方に生きる人々による時代を超えた対話のなかで、
カファ地方に暮らす人々の歴史観やアイデンティティがどのようにして創造されていくのか、F. J. 

ビーバー資料群に関するアーカイヴス研究とエチオピアにおける民族誌的研究を接合することで、
その過程を実証的に解明していくことが不可欠である。

謝辞　F. J. ビーバーの資料群に関する研究を遂行するにあたって、クラウス・ビーバーとゲートゥルーデ・ビーバー
に非常にお世話になった。彼らの寛大な理解と協力なしに、本研究は成り立っていない。また、オーストリアの世界
博物館、国立図書館、ヒーツィンク区博物館には多大なご協力を頂いた。本研究の実施は、以下の助成金および科学
研究費補助金によって可能となった。深く御礼申し上げます。
・  2015年度、日本科学協会「20世紀初頭のエチオピア・カファ地方における歴史と文化の再検討：オーストリア人
旅行家 F. J. ビーバーが収集した資料の悉皆調査を中心として」

・  2016年度、稲盛財団研究助成「オーストリアの博物館が所蔵する20世紀初頭のエチオピア民族誌的資料のデジタ
ル化と目録作成」
・  2017年度、科学研究費補助金 若手研究（A）「F. J. ビーバー資料群の救出：20世紀初頭エチオピア無文字社会の歴史
解明にむけて」（JSPS課題番号17H04775）

注

 1─ 例えば、カファ地方のマイノリティであるマンジョの人々が、政治的権利をめぐって政府に提出した請願書では
自らが固有の民族であることを裏付ける資料として、19世紀末から20世紀初頭にカファ地方を訪れた外国人の
ビーバー、チェッキの名前を引用している。また、エチオピア政府がマンジョの主張に答える形で提示した決議
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においても、外国人研究者の著作やエチオピアの実用語であるアムハラ語で書かれた著作が資料として参照され
ている［吉田 2014: 291, 321］。

 2─ これは、エチオピアの歴史研究においても同様で、エチオピアの歴史研究はエチオピア北部とエチオピア帝国の
歴史解明に集中してきた。特に、エチオピアの歴史研究では、エチオピア北部で古くから用いられてきたゲーズ
語で記録された教会文書や王室年代記、行政文書が歴史家たちの関心を集めてきた。

 3─ エチオピアにおいては、文字をもたない言語にラテン文字をあてた正字法が確立されたのは1991年以降である。
それ以前にも、アムハラ語の文字やラテン文字をあてて独自に表記することが試みられているが、あくまで個人
の実践に留まった。

 4─ 1990年以降、カファ地方出身者によって記されたカファ社会に関する著作も出版されている。現在、エチオピ
ア国内で流通するカファ地方に関する書籍は、いずれもその歴史に関するもので、2018年の時点で３冊が出版
されている。いずれの書籍も、著者はカファ地方出身であるが、基本的に外国人研究者の研究成果を引用する形
で記述が展開されている。

 5─ この章は、ホルツアプフェル［Holzapfel 2012］に依拠するとともに、吉田［2016］を大幅に加筆・修正したも
のである。

 6─ F. J. ビーバーは、フォン・カロットによる『東洋とヨーロッパ』［von Callot 1854‒55］の一部を抜粋したものを
1923年に『クシとハベシを通る旅』［von Callot 1923］と題して編集・出版し、その序章を執筆している。

 7─ F. J. ビーバーが、なぜカファ地方に惹かれ、カファ地方に赴いたのか、その理由は現時点では明らかではない。
 8─ F. J. ビーバーの死後、F. J. ビーバー資料群の約半分を次男オットーが自らの手元で保管してきた。オットーが

1988年に死去すると、それらの資料群はオットーの妻マリア・ビーバーによって保管された。しかし、マリア
が高齢のために1995年に長く暮らしたアパートメントを引き払い、高齢者住宅で暮らすようになる（2000年に
死去）。その際、２人の息子で F. J. ビーバーの唯一の孫にあたるクラウス・ビーバーが、手元に遺されていた資
料群をヒーツィンク区博物館に一時的に保管を委託した。その後、これらの資料は2016年にクラウス・ビーバ
ーが手元に引き取り、現在に至る。なお、一部の書籍は F. J. ビーバーの長男フリードリッヒが1926年９月にハ
ンブルクに所在する機関に売却した。

 9─ 国立図書館の F. J. ビーバー資料群のデジタル化は、2017年度・科学研究費補助金 若手研究（A）「F. J. ビーバー資
料群の救出：20世紀初頭エチオピア無文字社会の歴史解明にむけて」の研究の一部として実施した。

10─ 2015年２月25日、世界博物館学芸員より聞き取り。
11─ 現在、クラウス・ビーバーが所蔵している資料は、将来的に国立図書館に寄贈することが予定されている。
12─ 2015年１月に筆者がボンガを訪問した際には、この看板は既に取り外され、NABUのボンガ事務局に無造作に
置かれていた。
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